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特 別 広 報
「横断歩道「止まらんば運動」」及び「安全横断「手のひら運動」Jの推進

衡 9月21日g> 9月30豪水
点

ス
ロ

¦
ガ

ン

そ
留

い
ね

夜
道

に
き

ら
り

反
射

材

-=-
=_

=-

【歩
行

者
】

歩
行

者
の

安
全

確
保

と
反

射
材

用
品

の
着

用
促

進

【自
動

車
】

夕
暮

れ
時

の
早

め
の

ラ
イ

ト
点

灯
と

飲
酒

運
転

や
「な

が
ら

ス
マ

ホ
」

の
根

絶

【自
転

車
】

自
転

車
•特

定
小

型
原

動
機

何
自

転
車

の
交

通
ル

̶
ル

の
理

解
・遵

守
の

徹
底

G 主唱長崎県交通安全推進県民協議会



運動の
目 的

本運動は、県民一人一人に交通安全思想の普及 • 浸透 を図 り、交通ルール

の遵守 と正 しい交通マナーの実践 を習慣づけることによ り、県民全体で交通

事故防止に取 り組むことを目的とします。

雷就 、 歩行者の安全確保と反射材用品の
重通 >  着用促進
歩行 者と車両 が衝突 する交通事故 は、死亡事 故 などの重大 な交 通事 故 につながるおそれが

あ り大 変危 険です。歩行 者の安 全を最 優 先 に、歩行 者、運転 者 がお互いに交 通 ルールを守 り交
通事故 を防止するため、次の項 目を推 進 します。

道路 を横断するときは、近 くの横断歩道を利用 しましょう。
歩行者 は手 を挙 げて、運転者 に !"手のひら」を示 して横断の意思を伝
える!・安全横断 「手のひら運動」」を実践 しま しょう。
横断途中も左右の安全確認 を行 い、走行 して くる車両の確認 を しつ
か りしま しょう。
夜間 •早朝 •夕暮れ時などに外 出する際や、こどもの帰宅が遅 くなる
ときなどは車 に注意するよう声をかけ、明るく目立つ服装や反射材
用品を身 につけるようにしま しょう。

運転者
横断歩道手前の路面 に標示された !・ダイヤマーク」は、その先 に横断
歩道があることを知 らせ る予告標示 です。この標示 がある場所で
は、横断歩道を渡ろうとする歩行者の有無を確認 し、歩行者がいると
きは必ず歩行者に道 を譲るなど、歩行者優先の意識 を持ちま しょう。
横断歩道 において、横断中の歩行者や横断 しようとする歩行者がい
るときは、その横断歩道手前で必ず一時停止 して、歩行者 に道を譲る
『横断歩道 「止 まらんば運動」」を実践 しま しょう。
運転中は常に歩行者の存在 を確認 し、特 に夜間 •早朝などに暗い道 を運転する場合、「人がいる
かも しれない」と意識 を持ち、注意 して運転 しま しょう。
本年 9 月 1 日か ら生活道路 における自動車の法定速度が3 0 km/ h に引き下 げられます。生活道
路では、歩行者の安全 を確保するため、速度 を抑えた安全運転 を心掛 けま しょう。また、近道
又は渋滞を避 けるために安易に生活道路 を通行せず、幹線道路を通行するよう努めま しょう。

家庭 ・学校 ・地域 ・職場 • 関係機関等
通学路、未就学児を中心 にこどもが日常的に集団で移動する経路等に
おける見守 り活動等 を推進 しま しょう。
こどもや高齢者等 に対する、参加 •体験 •実践型の交通安全教室等 にょ
る交通安全指導を推進 しま しょう。
各種講習会 (<_おいて、反射材用品等の効果 (<_ついて周知 を図 り、反
射材の着用 を促進させま しょう。
保護者等 を交えた交通安全総点検、ヒャ リ地図の作成等によるこども目線からの危険箇所の把
握と解消に努めま しょう。



雷苫G  夕暮れ時の早めのライ ト点灯と
里・てタ 飲酒運転や 「なが らスマホ」の根絶

日の入り時間が早 まる秋 □以 降は、夕暮 れ時や夜間 に重大 な交通事故が多発する傾 向にあり

ます。また、飲酒運転 や (・ながらスマホ」は、交通事故 に直結 する大変危 険な行為です。

夕暮 れ時の早 めのライ ト点灯の促 進 と、飲 酒運転 や 「なが らスマホ」の根 絶のため、次の項 目

を推進 します。

運転者
夕暮 れ時 は早 め の ライ ト点灯 を行 い、夜 間の対 向車 や先行 車 が いな い

場 合 は、遠 くまで見 通 せ るハ イ ビーム にす る な ど、ラ イ トの こまめ な

切 り替 え を徹底 して、歩行 者等 を早期 に発見 しま しょう。

運転 中 にスマー トフ ォンや携 帯 電話 で の通話 や 、画面 を見 た り操 作 し

た りす る 「なが らスマホ」は絶対 にや め ま しょう。

飲 酒運 転 は犯罪 で あ り、刑事 罰 •行政 罰 を受 けるだ けで な く、交通事 故 を起

こ した と き に は、民 事 上 も厳 しい責 任 を負 う よ う にな る こ と を 自覚 して

「飲酒 運転 は絶対 に しな い」という強 い意志 を持 ち ま しょう。

二飲 酒 して一 定 時 間が、経過 して も、「二 日酔 い」な ど体 にアル コー ルが残 って

いれ ば酒 気 帯 び状 態 とな るので 、飲 酒 す る と き は運 転 予 定 を考 慮 し、飲 酒

時間や飲 酒量 に注意 しま しょう。

也 ?庭 . 学校 ・地域 • 職場 」
日頃 か ら、飲 酒 運 転 や 「なが らス マホ」の悪 質 ・危 険性 な どを話 題 に し

て 、飲酒運 転 や 「なが らスマホ」を絶対 に許 さな い環境 づ く りに努 め ま

しょつ 0

飲 酒運 転 を しな いため の検 討会 の開催 、運 転 開始前 •終 了後 の ア ル コ

ー ルチ ェ ッカー によ る確認 な ど、飲酒運転 をさせ な い環境 を整備 し、

飲酒 運転 の根 絶 に取 り組 み ま しょう。

交通 事故 や交 通上 の トラブル を防止 す るため 、ドライブ レコー ダーの

設置 を検討 しま しょう。

J !係機関 ・団体 ,
ハイビームと
ロービームを

「夕暮 れ時 の早 め点 灯」「雨 天 •曇天 時 の終 日点 灯」の ほか 、夜 間の ラ イ ト

上 向 き下 向 きの こまめ な切 り替 え を啓 発 しま しょう。

各 種 メデ ィア を活 用 して 、ハ ン ドルキ ーパ ー運 動 の推 進 や 、飲 酒 者 へ の

車 両 提 供 禁 止 、運 転 者 へ の酒 類 提供 禁 止 、飲 酒 者 が運 転 す る車 両 へ の 同

乗禁止 な ど、飲酒運 転根 絶 につ いての広報 啓発活動 を展 開 しま しょう。

職 場 の朝礼 、出発 時の声 掛 け、各種会 合 な どの機会 を通 じて 、事 業 所全体

で交通事 故 防止 の ため の運転 を心掛 けるよ う指導 しま しょう。



自転車 • 特定小型原動機付自転車の
交通ルールの理解 ・遵守の徹底

自転車や特定小型原動機付自転車は、身近で便利な乗 り物ですが、一方で交通ルールの理
解不足による交通違反を原因とする事故も発生 しています。特に本年 4 月からは、自転車の
交通違反に対 し交通反則切符いわゆる青切符 (交通反則通告制度) が導入されました。

自転車 • 特定小型原動機付自転車の交通ルールの理解 • 遵守の徹底と交通マナー向上を促
進するため、次の項目を推進 します。

自転車 • 特定小型原動機付自転車の利用者
自転 車 •特 定小 型 原 動 機 付 自転 車 の利 用者 は、自らを守 るため 、ヘ ルメットを

着用 しましょう。
自転 車 利 用者 は 「自転車 安 全 利用五 則」を遵守 し、マナー向上を図 りましょう。

また、自転 車運 転 中 の加 害事故 に備 え、損 害賠 償保 険 に加 入 しましょう。

特 定小型 原 動 機 付 自転 車 は16歳 未 満 の者 は運 転 禁 止です 。また、車体 の保

安基 準 適 合 やナンバ、ープレー トの取 り付 け、自賠責保 険加入等 が、必要 とな りま

す 。適 正な装 備 を備 え、交 通 ルール をよく理 解 し、安 全 運 転 (こ努 め ましょう。

家庭 ・学校 ・地域 ・職場 ・関係団体等
自転 車 •特 定小 型 原 動機 付 自転車 利 用 者 に対 して 、歩行 者保護 な どの交通 ルー ル の遵守 と安全

運転 の声掛 けを実践 しま しょう。
全 て の年 齢 層 の 自転 車 •特 定 小 型 原 動 機 付 自転 車 利 用 者 に、ヘ ル メ ッ トの 着 用 を呼 び掛 け ま

自転車 の損害 賠償保 険加入 を促進 し、広報啓発 を行 いま しょう。

自転車安全利用五則
1 車道が原則 、左側 を通行 歩道 は例外 、歩行者 を優先
2 交差点で は信号 と一時停止 を守 って、安全確認
3 夜間はライ トを点灯
4 飲酒運転 は禁止
5 ヘルメ ッ トを着用

県 内 統 一 行 事

9 月24 日(木)
街頭指導活動 • 広報活動

強 化 の 日

登下校指導、こども • 高齢歩行者の道路横断時の
保護誘導などの街頭指導を強化 します。

また、交通安全意識向上のための呼び掛 けを強化
します。

9 月25日(金) 飲 酒 運 転 根 絶 強 化 の 日 飲酒運転の根絶に向けた啓発活動を推進 します。

9 月30日(水) 交通事故死ゼロを目指す日 県民一人一人が交通事故を起 こさないよう、遭わ
ないよう呼び掛 けます。

令和 8 年 長崎県交通安全年間スローガン

守ろう交通ルール 高めよう交通マナー


